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11
月
６
日
（
日
）、
春
日
小
学
校
体
育

館
に
お
い
て
、
春
日
地
区
の
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
慎
重
な
サ
ー

ブ
、
素
晴
ら

し
い
ア
タ
ッ

ク
、
ね
ば
り

強
い
レ
シ
ー

ブ
な
ど
、
参

加
者
の
皆
さ

ん
は
歓
声
と

拍
手
の
絶
え

な
い
楽
し
い

雰
囲
気
の
な

か
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

11
月
30
日
（
水
）
に
久
瀬
地
区
の
各
公

民
館
に
お
い
て
地
域
瀬
音
学
級
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
方
を
講
師

に
迎
え
、
そ

ば
打
ち
や
、

ち
ぎ
り
絵
の

製
作
、
ぼ
た

も
ち
作
り
な

ど
を
行
い
ま

し
た
。
中
学

生
と
小
学
生

が
一
緒
に
行

う
た
め
、
中

学
校
の
子
が
小
学
校
の
子
に
教
え
て
あ
げ

る
姿
や
、
一
緒
に
な
っ
て
う
れ
し
そ
う
に

活
動
す
る
小
学
校
低
学
年
の
子
の
姿
も
み

ら
れ
ま
し
た
。

　

作
品
製
作
や
食
べ
物
を
作
っ
た
り
と
、

活
動
の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
で
し
た
が
、
普

段
の
学
校
の
授
業
と
は
違
っ
た
い
い
体
験

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
体
験
は
地

域
の
方
と
子
ど
も
と
の
交
流
を
は
か
る
よ

い
機
会
と
も
な
り
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く

り
を
目
指
す
公
民
館
活
動
の
一
つ
と
し
て

は
、
十
分
に
意
義
の
あ
る
活
動
と
な
り
ま

し
た
。

　

藤
橋
小
学
校
４
年
生
の
山
田
楓
さ
ん
が

郵
便
局
主
催
「
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
コ

ン
ク
ー
ル
」
に
て
藤
橋
郵
便
局
長
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
山
田
さ
ん
の
貯
金
箱
は

以
前
、
藤
橋

公
民
館
活
動

の
「
竹
・
わ

ら
細
工
教

室
」
に
て
作

ら
れ
た
も
の

で
、
地
域
の

方
の
ご
指
導

の
も
と
藤
橋

地
区
伝
統
の

炭
俵
の
技
法

を
取
り
入
れ
て
作
ら
れ
た
力
作
で
す
。
受

賞
に
あ
た
り
山
田
さ
ん
は
「
長
い
わ
ら

を
編
む
こ
と
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
ま

た
色
々
な
わ
ら
細
工
を
作
っ
て
み
た
い
で

す
」
と
今
後
の
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

１月 15日（日）は家庭の日　　揖斐川町青少年育成町民会議

　１１月２７日（日）揖斐川町中央公民館において、揖斐川町青少年育成町民大会が開催されました。
今年度は、広く町内の諸活動に関与した子どもたちの思いや意見に耳を傾けることに重きをおき、子どもた
ちの『こうなりたい』という願いを受け止めた上で、更なる健全育成を目指す場としました。
　なお、岐阜県青少年健全育成県民大会（１１月２日（水））におきまして、優良育成指導者知事表彰を受け
られた方々の伝達式も行われました。
《知事表彰受賞者》　
　　山本　金守さん（小島野球スポーツ少年団）　　  堀部　 巌さん（揖斐川町ソフトテニススポーツ少年団）
　　金尾　元道さん（小島バレースポーツ少年団）　  高橋　正昭さん（清水野球スポーツ少年団）
　　荒井　正和さん（いび川柔道スポーツ少年団）　  宮川　義一さん（揖斐川剣道スポーツ少年団）
　　森田　守男さん（揖斐野球スポーツ少年団）
《町民大会事例発表》
　　・小島公民館『夏祭り』、『ふれあい運動会』の取組みと参加した中学生の思い
　　・揖斐高校MSリーダーズの活動
　　・県外派遣事業参加児童の発表、海外派遣事業参加生徒の発表

　事例発表後、西濃地域振興局 揖斐事務所 振興課 堀部マサ氏をコーディネー
ターに迎え、事例発表した子どもたちの意見を聞きながら、発表では言い尽く
せなかった活動に参加してそれぞれが抱いた思いを引き出していただきました。
　この大会で、子どもたちには大人が考えもしないような大きな力と、無限の
可能性があることを実感しました。「これからは大人が子どもを指導していくと
いう構えではなく、子どもと一緒に育っていくことができるような社会を創り
上げなければならない」との思いを胸にきざんだ意義深い大会となりました。 意見交流会の様子


